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１．研究開始当初の背景

　分析哲学者を中心に昨今注目を集めている共同行為論の諸理論について紹介・検討し、
さらに現象学、社会学理論等による知見を加えて、共同行為の構成要件、共同行為特有の
意図性の諸原理、還元主義アプローチの当否、共同行為論における因果的解釈の射程など
について明らかにした。若手研究者を中心として組織された「行為論研究会」は学問分野
を越える各学会等で注目を集め、一般公開の研究大会において報告されたその成果は、雑
誌『行為論研究』にまとめられた。

　行為論は、哲学、倫理学、法哲学、社会理
論などの諸分野でそれぞれ基礎理論として扱
われながら、分野間での連携や研究成果の共
有がなされてこなかった。加えて方法論的な
観点においても、分析哲学、メタ倫理、現象
学それぞれが独自に行為論を展開しながら、
術語の相違などもあって断絶があった。

こうした問題意識を共有する若手研究
者が集い、（1）出自を異にするこれ
ら理論枠組みのあいだで対話を深める
ために、まずは諸概念の共有と相互理
解を図ること、（2）分析哲学、メタ
倫理、現象学のあいだを架橋するとい
う本研究の課題にとって橋頭堡となり
うる最近のいくつかの試みについて、

We have made clear the points of collective action theories developed by the analytic
philosophy, phenomenology, and sociology, and discussed about requisite conditions for
collective action, its peculiar principles of intention, validity of reductionism and causal
theory, etc. Our discussions were opened to the public in the annual research
colloquium, and now appear in the volumes of Studies on Action Theories (vol.1-2. Also
the 3rd. volume will appear soon).
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２．研究の目的
本研究は、行為論にかかわる分析哲学、現象
学、倫理学それぞれの最新の成果を通じて、
これらのあいだに領域横断的な対話を深め、
「共同行為の責任と倫理」をめぐる今日的課
題について新たな展望を切り拓くことを目的
とする。

３．研究の方法
　原則毎週開催の「行為論研究会」において
文献検討および研究報告のための議論を行
い、各年度末には一般公開の成果報告会を開
催した。報告会で検討された原稿に加筆修正
を加え、雑誌『行為論研究』を発刊した。

４．研究の成果
  　英米圏を中心に議論されてきた共同行為論
には、ふたつの中心課題がある。第一には、
共同意図の解明であり、第二には、共同行為
の成立要件をあきらかにすることである。代
表的な諸理論の基本的な論理構成と枠組み
は、(1)厳格な個人主義、(2)ブラットマンに
代表される個人的意図の連結によって共有意
図を説明する立場、(3)共同行為を為そうとい
う個々人の行為意図は共同意図から派生する
とするトゥオメラ＝サール型。(4)ギルバート
に代表される非還元主義などにわかれるが、
大きくは行為意図について還元主義をとるか
否かで分類することができる。
  しかし、共同行為のタイプを、a)行為意図
の主体、b)意図の様相、c)意図内容によっ
て、分類した場合、それらすべての行為タイ
プをうまく説明する統一的な理論体系がある
というよりは、それぞれの理論枠組みは異な
るタイプの共同行為について特有の説明力を
もっている。その意味ではこれらの説明モデ
ルは単に対立しあうのみならず、互いに相補
的な関係において捉えなおすことができる。
　分析哲学を中心に展開されてきた従来の行
為哲学は、単一行為者による比較的単純な行
為に分析が限られてきた。そこで本研究が、
社会学理論や現象学による知見を加え、共同
行為論の諸理論を詳細に分析し紹介しえたこ
と、さらに諸モデルの位置づけを明らかに
し、互いの弱点を補完するための視界をえた
ことは、大きな成果である。
　またこうした議論の過程は研究代表・分担
者のほか大学院生やポスドクを中心とした研
究協力者、その他外部の若手研究者たちに
よって構成される一般公開の「行為論研究
会」（毎月開催）において共有され従来の学
問領域を超えた対話が積極的に行われた。ま
た本研究のこうした成果は、一般公開の研究
大会において報告され、議論に付された上
で、雑誌『行為論研究』にまとめられてきた
（一部Web公開中）。

　初年度は、各分野における最新の動
向のレビューと共有に主眼を置き、領
域を超えた対話の基盤づくりに議論を
割いた（『行為論研究』創刊号）。中
間年度にあたる平成22年度は、分析哲
学、現象学、社会学理論等によって従
来検討されてきた共同行為論に関する
諸論点を確認し、共同行為の構成要
件、共同行為特有の意図性の諸原理、
還元主義アプローチの当否、共同行為
論における因果的解釈の射程などにつ
いて検討した（『行為論研究』第2
号）。
  研究最終年度にあたる平成23年度
は、分析哲学、現象学、社会学理論等
の諸分野にわたって検討してきたさま
ざまな共同行為論の論理構成、共有点
と対立、その他諸課題について議論を
重ねてきた。その成果は、行為論研究
会編『行為論研究』第3号にまとめら
れる予定である（2012年夏頃刊行予
定）。
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三者の立場から検討を深めること、（3）対話
から得られた視点を、より応用的な課題に向
けて展開するための射程を得ることを目標と
して、共同研究に着手した。
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